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区にクェッ ト による灰処理装世が設置された。これは写真ー2 に

示すよ うに軌道下には浅いU字断而の流灰坑を設け， 片方の ノ

ズルから圧力水を噴射し， 灰を軌道外に設けた集灰析に押し出

し沈澱させ， これをガントリのグラプでっかみ:J;'{事飲する一方，

上ずみの水はまた迷元して， ノズノレに滋 〈方法で

好評を博している。 このほかにスキップホイスト

利用の綴彼処理もあるが少な く ， 全国に数箇所に

残っている程度である。(字1Jl}浩彰)

じゅうゆへいねん 重油併燃 後段l事の火室内に
おいて ， 蒸気噴射によるパー ナで重 ìfllを霧化 し， こ

れを火床で燃焼している石炭上方に噴射して燃焼

させる方法で， 火2主容絞を最大限に利用して， 平而

燃焼と立体燃焼を同時に行うものである。 最初国

鉄において併燃を開始したのは明治 33 年こ ろで，

大正 4-8 年を最盛期として， 昭和 9 年ま で約 35

年間重ì!llflf燃を行 った歴史を も っ ている。昭和 26

重油併燃健闘事例造凶 ( 1 )
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じゅうゆへい

年に至 っ て炭労争議に よ

る飾決の目的で霊油併燃

を再IJトl し ， 現在北陸本線

米原 ・拝fi井関のほか 13 線

区でこれを突施し， 後関

車 340 阿， 重 i由は年間

55，OOOkl を消費している。

その機関車将軍造について

は図-1 ， 2 のようである。

なお従来国鉄において

探用されてきた重油の燃

焼は， 3軍化燃焼方法で，

石炭または事R炭との併燃

について主として研究が

進められ， その聞に混合

使用および重油専燃につ

いても研究が進められて

いた。昭和 23 年に D50

形式を専燃として改造を

行ったが，蒸発性能が悪

く 途中において中止され， 昭和 28 年に国鉄の基本計画として，

C59 形式のm:泌l専燃軽量|刻車の研究が計画突行され， 数回にわた

る性能試験の結果は， C59 形式以上の性能が確認され， 現在は

3. 重油専燃機関車fiVl造
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2. 重i由併燃韓基関平情造図 (2)
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